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２１世紀社会デザインと言葉の力　第２２回
２００７．１２．４
戦艦ビスマルク
今から見せようと思っているのは、という。ディスカバリーのシリーズで、タイタニックを作ったキャメロンという監督のドキュメンタリー映画です。戦艦ビスマルクという有名な巨大戦艦がありまして、戦艦大和以前においての世界一の戦艦です。
これはヒットラーが、作るわけです。第１次大戦後ドイツは軍備を禁止されてましたから、秘密に戦艦ビスマルクというのを作っていたのです。それ以前の戦艦とけた違いのスケールでした。

第２次大戦の初めの頃まで秘密にされていましたが、秘密の情報としては広まっていまして、危険なものという認識がイギリス海軍にありました。それでイギリスの戦艦だけではなくて、駆逐艦とかあらゆる軍事的な船で封鎖するわけです。完全に包囲されて、ついに逃れなくなって、ビスマルクは自爆するんです。本当に何がどういう順序で沈没したのかという話は、すごく面白いです。

でも今日見せようと思っているのはそこでなくて、ビスマルクには全部で３０００名乗っていて、この映画を作っていたときに生きていたのが二人いたわけです。その二人は骨の髄まで、ナチスにかぶれていたわけです。その二人が思い出を語る場面、そこにキャメロンが、歴史的な映像を載せていくんですが、それを見ると、ナチスという時代の雰囲気がよくわかります。

ナチスの時代が、どうしてああなったのかがよくわかります。

映画

これはヒットラーユーゲントというヒットラー少年団みたいなものです。

このビスマルクをイギリス海軍がとりまいて、つぶすんですが、そのイギリスの海軍の主役が、ｐｒｉｎｃｅ　ｏｆ　ｗａｌｅｓです。これはマレー沖で、日本軍が、沈めたあの船です。

二人の話にありますように、あの人たちは、ナチスヒットラーを神様のように思っていたということです。
本当にあの時代の演説のすさまじさ、信じられないほどの大群衆を集めてデモンストレーションを繰り返し行っていたわけです。

全体主義の手法

全体主義の一つの政治手法として、ロシアの国家体制のなかでこの手法が、繰り返し使われます。

全体主義の中には、「巨大な集団活動をやって、自分をその巨大な中の一部である気持ちを持たせる」ところから、その人たちを丸ごと絡め手取っていくというプロセスがあるわけです。
本の紹介、
全体主義六つの特徴
この中にあるように、「そういう儀式的・集団的なものをやって巻き込む。そのなかで指導者というものを神様的に作り上げてそれを崇拝する」という国家体制を作るというのが、あの時代の全体主義の特徴のわけです。
指導者のつくり方

ドイツの場合は、ワイマール憲法の時代でして、ワイマール憲法はその当時世界で最も民主的な、最も進んだ憲法であるといわれていました。現代の我々の憲法に近いような要素をたくさん持った憲法で、一般的にいい憲法と言われています。
昭和憲法にも、いろいろ流れ込んでいますが、このワイマール憲法の流れも来ています。「ワイマール憲法＋１９３０年代のソビエト社会主義的な要素」です。

一連の社会的な権利というもの、日本の憲法でいうと、最低限の生活を営む権利は、この流れからです。
最も民主主義的な進んだ憲法であったはずのワイマール憲法から、
なぜ、ナチズムが生まれたのか、
これは２０世紀の最大の謎というか、分析すべきものの一つです。

いろんな人がいろんな分析をしています。ただ表面的に分かることは、どうやってそうなったかということです。
ワイマール憲法の中に、大統領がいて、その下に首相がいる形になっています。
その大統領ヒンデンブルクが、ヒットラーを首相に任命するという風に進行するわけです。この時代　基本的にドイツは社会民主主義的な流れです。

ドイツは一貫して社民党が強いです。ヨーロッパでいちばん、社民党が強い国が、ドイツでして、ある意味で、ドイツはずっと社民主義的な国家としてきたわけです。それが途中で、突然、ナチスみたいな異端の流れが出てきて、それが国をとっちゃうみたいなことになるわけです。その後も戦争が終わってからもドイツは基本的に社民党が圧倒的な強さを持った国として存続して今日に至っています。

その流れの中でヒットラー的な超権力者が、なぜ誕生できたのかというと、ワイマール憲法の中に、「大統領の非常大権」を定めた条項があるんです。

大統領の非常大権

それは「国家緊急事態においては通常の国家の権力の流れと別にとりあえず、大統領が直接、議会主義的なプロセスを経ないで命令を下すことができる」という非常大権項目です。

ヒンデンブルグが、それを使って、ヒトラーを首相に任命するまでは普通にいくんです。しばらくすると、ヒンデンボルグが死亡します。そうすると、ヒトラーは、大統領以上の存在として総統という特別な存在を作っちゃいます。先ほどのビデオでも分かるように圧倒的な人気を得ていました。ほとんど神様のようだったわけです。

その人気獲得には　相当な時間がかかっています。

初めの頃は、ナチスは、国家社会主義党というのですが、いろんな活動をしても人気があつまらない。「わが闘争」にはその時代のヒットラーの苦労話がたくさん書いてあるんです。

ある時点からヒットラーが、一挙に権力を集めるようになるんです。そのきっかけは、１９２９年の世界大恐慌からです。ドイツは第一次大戦で負けてものすごい賠償金を要求されて、インフレが起きて、民衆にひどい生活が続いていたわけです。

ナチスは、ヒトラーが政権をとって、一挙に大成功するわけではないです。初期には、国家社会主義というように、国家が中心となって国家を作るわけです。その柱は何かというと公共事業です。その時代、アメリカでも、公共事業を中心に経済体制を改善して進んでいくということが進んでいきますが、これはソ連の社会主義を見習うというところがありまして、ナチスもこれ的な公共事業やって成功を収めるんです。

その時代のヒットラーは、演説の中で、国民に対して、厳しいことを言ってるんです。「今
ドイツは滅びるか、そうでないかという境目にあって、国民がこれからものすごくがんばらないと国自体が滅びる」みたいなことを強調する、熱烈な演説をするんです。

大衆に対して甘いことを言って人気を獲得するという政策ではまったくないわけです。わりと厳しいことを言って、国民の人気を獲得したというのはある意味で、小泉時代の小泉がやっていたことで、ヒットラーとものすごく似ているところがあります。
そういう流れの中で、ヒットラーは政権を獲得していくんです。

ワイマール連合という三つの政治党派の連合体です。一つは社民党で、もう一つは民主党で、もう一つが中央党。そのワイマール連合がずっと政権を持ち続ける。なかでも社民党が圧倒的に強い力を持った体制の３派連合が、国の主流としてあるわけです。

１９２３年にミュンヘン一揆という、クーデターによって政権をとっちゃう試みをやってこれが弾圧され、ヒトラーは獄中に入ります。獄中で書いたのが「わが闘争」という本です。そのころほとんど売れていません。社会的にも、そんな影響力は与えていないし相当馬鹿にされた存在であったわけです。
１９２４年の選挙で、初めて議席を得るんですが、３２議席です。その後、減るんです。１２議席に。社民党がどのくらいあったかというと、１５３です。ところがこれが、１９３０年、一挙に１０７です。この躍進ぶりが凄いです。１９３２年になりますと、１３３。この数字を背景にして、ヒンデンブルグがヒットラーを支持するということが起きるわけです。

　　　　　全権付与法
今度はヒットラーが首相になった途端に、国会議事堂放火事件をおこします。

ヒットラーの親衛隊がやったということが、のちに、はっきりするのですが、「共産党がやった」という話を広げて、共産党を弾圧するわけです。それとともに、共産党を非合法化して、社民党も、禁止。この年に、２８８の議席を得てその数を背景にして一挙にやるわけです。

という法律でヒットラーに権限を与えます。この全権付与法は、大統領の非常特権とほとんど同じようなものを、首相のヒットラーに与えてしまうという法律です。

表側から見ると、ヒトラーは形式的には全部合法なんです。

ワイマール憲法には、人権思想が入っていて進んだ憲法ですが、この中に、「一時的に憲法を停止できる」という規定があるんです。それを使うんです。

そういう一時的憲法停止で、ヒットラーに権力を与える。世界で最も進んでいた憲法を停止して、当分の間、実施に移すんです。当分の間っていうのはどれだけあったかというと、結局１９４５年戦争が終わって、ヒットラーが死ぬまで続くんです。ここからは、合法的に権力者になるわけです。超権力者になるわけです。
ヒットラーが１番力を入れたのは、広報宣伝という部分です。そういうものの一部として先ほどのような大集会が行われるわけです。あの一連の集会は主として、年１回ニュールンベルク党大会で、ほぼ１週間から１０日ぐらい国を挙げて、あれほどの大群衆の大お祭りを次々と展開していくわけです。

ふたつの全体主義
２０世紀の全体主義は、一つは、ナチスのヒットラーとか、ムッソリーニのファシズムがあるんですが、反対側にはソ連型の全体主義があります。

そういう考え方がおかしいと思われた時代があったんですが、２０世紀の終り、ソ連の秘密の文章が、現れる中で認識が変わってきました。

ある時代までは、世界中で、ソ連からのプロパガンダが広くあって、「正義はソ連、悪の塊は、ファシズム　資本主義の流れ」というのでしたが、今ではむしろ、「あの時代二つのタイプの違う全体主義が世界を支配していた」という認識に変わってきています。
これは本当にソ連が終わってから、２０世紀の終りの１０年と２１世紀に入ってから、秘密がばれ、認識が変わってくるのです。
ヒットラーは、合法的な手続きをとって、合法的に権力を掌握してやるわけです。

めちゃくちゃなルイ１４世的な権力者の時代は終わって、２０世紀以後はどんなヘンな政権も、ちゃんと合法的な形式をとった上でやっていくわけです。途中でいろんなごまかしがありますけれども基本的にはそうです。ナチスもスターリンもヒットラーも。

選挙制度の形骸化

しかしヒットラーよりもソ連型の社会主義の方が、もっと巧みにやるわけです。ヒットラーは言ってみれば、政権掌握過程で、非常に巧みに権力を一身に集中して、他の政党を禁止して自分が権力をとるわけです。

選挙という形を経て選ばれた指導者が、何らかの権力を持ってそれが国をコントロールするというのが民主主義の基本ですが、スターリンがやったことはこの選挙制度を形骸化することです。それが民主集中制です。
制度的に、民主的なプロセスを経て、権力者を選ぶということだけれども、中身をみると、何もないというか、上からの命令によって選挙の全過程を握る。誰を候補者に立てるか、から、上からコントロールするわけです。だから選挙というのは、実質は何もない。２０世紀初めの頃の国会というのはみんな集まって、指導者が演説するのに拍手をするだけです。すべてが拍手喝采拍手喝采でいくわけです。
あーいうパターンはロシア革命が成立した直後から、すでにできていたという話をしました。なんでそうなったかというともともとボリシェビキというのは、少数派であったために権力を手放さないためには、そういうシステムを作ることが行われたわけです
　　　　　　　　　　　国家デザイン
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ソヴィエトの悲劇

ロシアにおける社会の歴史

その最初のデザイン的なものをレーニンは、牢屋に入ってるときに書きました。

本の紹介

国家と革命

レーニン
プロレタリア独裁国家を作るためにはどうすればいいかという国家デザイン、

「プロレタリア階級は、正義を実現する階級である」という考えのもとに

「正しいことをやるんだから、政治的なテクニックで、権力を徹底的に独裁的な方向で、

持っていく」ということが書いてある。
要するにすべての権力を１ヵ所に集めて、司法も行政も民衆が直接行使する。文字上はいいんですが、具体的に誰が、どのような手続きで行使するのかというあたりが何もないわけです。

ものすごく抽象的な規定になっていまして、権力を集めてそれを誰がやるかを決める。共産党の場合それは、書記局。ソ連型の国家で、権力を誰がもっているかというと、書記長とかですね。システムの根本をにぎっているからです。スターリンも書記長だったわけです。党の総裁よりも、事務当局のトップがえらいです。実質的に何をどうするか、具体的な手続きを決めるからです。そういうふうにして、一手に権力が集中する。

　　　　　　　　　　　パリコミューン

そうやって実現した社会が、「階級のないコミューン国家」であるという認識になるわけです。これはそもそも、フランスの２月革命の後、民衆がほう起して、政府の前段階みたいな組織を一時的につくって、社会を運営したコミューンのやり方です。

ソヴィエトの２月革命は自然発生的ですが、十月革命は共産党が自分たちの指導で起こした革命です。その時の組織的な基盤というのはソヴィエトで自然発生的な集まりです。

これは何をモデルにしているかというと　フランスの２月革命のパリコミューンです。

共産主義のことをなぜ「コミュニズム」というかというと、パリコミューンのこの体験をもとに、国家組織の原型を作って、そこに国家の理想があるという考えからなんです。

それ以前の「上の人が決める」という制度ではなくて、下から、仲間の相談で決めるというのです。

理想と現実

もともとヨーロッパの歴史の中にあったユートピア思想をそれによって実現するという発想が、一言で言えば、共産主義のもとになっているわけです。

それがいざ現実の場面になると、理想の社会どころか、反対の社会になるみたいなところが歴史のわけです。
本の紹介
フランシス福山

歴史の終り、
今も三笠から出てるかどうかわかりませんが、非常に面白い本です。この人が歴史の終りということで何を言おうとしているかというと、ソ連が滅んだ後、冷戦の時代、アメリカとフランスと、二つのタイプが、それぞれあるべき社会であるというイデオロギーを別々に持って争う時代。何が見えるかということをフランシス福山が語ったところによると「どういう社会システムにしろ社会システムには長短両面がある」です。
　　　　　　　プラトンの政治思想

全体主義が地球の半分以上をもっていた時代もあるわけです。特に中国は、今でもこの全体主義の流れを引きずった形であるわけで、北朝鮮もそうです。全体主義的な体制というのは、だいたいどの時代でも少しずつあり続けたわけです。
自由からの逃走
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プラトンの呪縛

その源流をたどるとそれはまさに、プラトンの政治思想そのものから出発している。
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エイリッヒフロム

社会心理学的に分析した本で有名

ナチズムの心理
「人間と言うのは、１００％自由な環境と言うのに耐えられない。百パーセントの自由を満喫して、生産的なことができるという人は社会のごく少数であって、社会の大多数の人は誰かに縛られたい。誰かに指導されたい。

まさに、国中の人間から崇拝を受ける指導者が出現して、我々を指導してくれる。別のいい方をすれば、指導者に隷属する方向へ一般大衆はいく。
そういうマインドの方向性。１００％の自由を与えられると、普通の人はそれに耐えられなくて、むしろそれから逃走しようとする。自分を縛ってくれるもの、人でもいい、原理でもいい、組織でもいい。何でも良いから自分がすべてを決めるのではない状態。「誰かが決めてくれるのに自分は従う」方を望む、という観点からナチズムというものを、分析した本として有名な本です。
　　　　　　　　　　　　　哲人王
全体主義が、地球の大きな部分を被ったあの時代はあらゆる意味で、大きなこととして残っている。その分析は、いろいろされています。佐々木さんの本の中で、プラトンはファシストだったという。ナチス体制下でのプラトンという議論がありまして、ナチスと言うのは、結局、プラトン思想の延長上に起きたのであるという分析がずいぶん前からヨーロッパでは広まっています。

プラトンの「国家編」に、哲人王の思想というのがあります。

プラトンの時代も、社会悪というのがありまして、プラトンの哲学の中心命題は、「いかにして、より良い国家システムはあるべきか」なんです。それを論じたものが、国家編です。
ここで言ってることは、この世にある社会悪はどうしようもない。この国家をよくするためには、国家のトップである王様が哲学者になるか、哲学者が王様になるかのどっちかである。哲人王が支配する国家というものができない限り、この世の中には良い国家というものでないというのが基本的な発想です
考えようによっては、「非常に優れた指導者がでてきて、それが国家のトップに立ってすべてを思いのままに独裁的な政治をすればよい」という発想につながるわけです。つまり、ヒットラーがやったことは、プラトンの理想そのものではないか。
ヒトラー自身は、「自分は超人的な力を持っている」と思ってたわけです。彼なりの哲人王で、自分の理想をやったわけですね。形の上ではまさにプラトンがやろうとしていたことで、思想の中身が違うけれども、それをやったのが、ヒトラーなんではないかという見方があります。

それ的な議論と言うのは、佐々木さんが始めたわけではなくて、ナチスが、支配的な勢力をもっていた時代からそういう分析の仕方というのがありました。

ナチスのヒットラーが生きていた時代にそれをやった人は、ヒットラーにばれて弾圧されて、その人が書いた本は焚書にされてしまうということがあったのです。

確かに、「ある非常に優れた能力を持った人間が、社会のトップで思いのままに政治をして社会を動かすのが理想である」という考えに立つと、それは実は、レーニン、スターリン、あるいはその他もろもろの社会コミュニストの人達も、マルクス、エンゲルスの思想の下にそうしたわけです。それがコミュニズムの国家の理想の形になるわけです。

そういう何か非常には人並みはずれた思想なり、個人があって権力を振るうというシステムを作ると、結局同じことではないか。つまり、ソ連型の国家も、ヒットラーの国家も実は同じ幻想のもとにやってきた社会である。

その両方は、離れた社会のようだけれども、ほとんど裏表にあるんだという。そのあたりを分析したのがこの本です。こうすればこういうユートピアが実現するという。そういうユートピア幻想です。そういうものに引っ張り回されてきたのが、この時代であるという発想です。

　
閉じた社会

本の紹介

ポパー

開かれた社会とその敵
ポパーも佐々木さんも、どちらも２０世紀悲劇的なものを構築したのは開かれた社会ではなく「閉じた社会」を作った事である、というのが基礎になっています。

歴史的にたどると、結局２０世紀の二つの悲劇的な全体主義国家になってしまったと言うのは、佐々木さんの結論です。まさに実際の歴史もそういうふうに動いてきたんだろうと思います。
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山田風太郎の日記

